
GIGAスクール構想で加速したネット環境
プライベートではスマートフォン、学校ではタブレット、と子どもがイ
ンターネットにアクセスする時間と機会が急速に増えたことで懸念さ
れるのが、飛び込んでくる情報に対する見極めや、ついて回るリスクに
対処できるか。子どもたちは情報リテラシーをいつ、どうやって身につ
ければいいのでしょうか。

スライドとボードゲームで楽しく学習
付属のスライドで情報の扱い方を確認し、ボードゲームで楽しみなが
ら実践する体験型教材です。一つの情報を多角的・論理的にとらえるク
リティカルシンキングを促す設計になっているため、今後の学びの土
台づくりにも最適です。

■対象年齢（目安）：6歳～　■所要時間（目安）：60分×2回（ゲーム＋授業用スライド）　■推奨プレイ人数：4～5人　■テーマ：情報リテラシー

今こそ“体験教育”ボードゲームシリーズ

それ、ホント？



「具体」「抽象」の概念を感覚的に理解できる。

世の中の情報には、誤った情報もあることも経験。

さまざまな情報から論理的に分析・検証ができる。

「極力ネットを使わせない」とするのではなく、
「上手にネットを使いこなせる」「正しく情報を
扱える」スキルを身につける経験と学びができる。

「あそび」×「まなび」だから
身につく経験とチカラ。
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即導入できるサポートツール付き!
教材には指導用のスライドとゲームの進行・
ルール説明動画が付いているので、最小限の
授業準備ですぐに指導を始められます。

サンプル動画は
こちらをチェック!
※動画はダイジェスト版です。

教育用教育用

ゲームゲーム

正しい情報を見破れ!

参加者は探偵になりきって
入手した情報の真偽を検証しながら
真相に近づいていきます。

❶出題されたキーワードは何かを当てるゲーム。
❷キーワードを予測するために「手がかり」を探し出す。
❸「手がかり」には、キーワードに関係ない情報も。
❹「証言者」の言葉を元に
　「手がかり」の真偽を判断。
❺果たして間違った情報に
惑わされることなく、
正しいキーワードは何か、
見破れるか？

クリティカルシンキング
情報リテラシー

物ごとを多角的・論理的にとらえる深い思考力

デマやフェイクニュースで溢れている
インターネットには、リスクがつきまとう。

論理的で合理的に道筋を立てられる「ロジカルシンキング」と対で
語られるスキルとして「クリティカルシンキング（批判的思考）」があります。
「この結論は自分にとって都合の良い理論になっていないか？」
「このデータは信憑性に問題があるんじゃないのかな？」と問いかけを
絶えず行う思考法を「クリティカルシンキング」と呼び、IT業界をはじめ
あらゆる分野で複雑化・高度化が加速する近年、特に注目を集めている
スキルの一つです。

「ChatGPTなどの生成AIは間違った情報を提供する可能性がある」
といったニュースを連日のように目にします。
これは、生成AIが学習するために使っている膨大な情報の中に
誤った記述やテキストが混じっているために起きるミスです。
こうした生成AIがはじき出すアンサーの真偽を見極めることも含め、
ここで重要になるのは、やはり「クリティカルシンキング」なのです。

情報リテラシーにこそ、
クリティカルシンキングが必須です。
ネットの利便性に慣れ、身近に感じるほど「疑ってかかる」という姿勢を
保つことは年齢が低いほど困難なものです。情報の信憑性よりも
「面白さ」や「ノリ」で、しばしばデマやフェイクニュースが拡散されてしまい
混乱や風評被害が起きる事件が珍しくありません。
小学生ですらタブレットやスマートフォンを通じて1日に数時間も
インターネットを利用することが、もはや普通になった
時代だからこそ、「クリティカルシンキング」を身につけて
情報リテラシーを高める必要があります。

ほぼすべての保護者は、我が子に情報リテラシー教育が
必要と回答

「ト」が付くと
静かになっちゃうの。

（なぞなぞ少女）

体の半分は
これで
できているんだって。

（中学生）

免許が
いるんだって。

（小学生）

ヘビみたいに
細長いんだ。

（男の子）
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Q. 子どもへの
　 「情報リテラシー教育」は
 　必要だと思いますか？

Q. 子どもへの「情報リテラシー教育」の中で最も重要なのは何だと思いますか？

はい

パソコンやスマートフォンを
使いこなす力

大量の情報から正しい情報を
見極める力

メールなどで正しく相手に
情報を伝える力

日常生活の中で情報の役割や
利活用を理解する力

トラブルなとのリスクが情報に
潜んでいることを理解し、回避する力

その他

いいえ
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「情報リテラシーと
SNS・性教育に関する意識調査」
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